
「日本がカリブ海のサルガッサム対策に協力」 

 

１０月２０日付当地 Nation紙は、国際協力推進協会(ＡＰＩＣ)の「太平洋・カ

リブ記者招待計画」により訪日した同紙エバンソン記者の我が国の無償資金協

力「カリブにおけるサルガッサム管理能力強化計画（ＵＮＤＰ連携）」に関する

記事を掲載しているところ、概要以下のとおり。 

 

１ 清水・外務省中南米局中米・カリブ課長は、同記者招待計画参加者にブリー

フィングを行い、日本政府が、バルバドスを含むカリブ地域５か国を対象とし、

供与額１４.１９億円の無償協力「カリブにおけるサルガッサム管理能力強化計

画（ＵＮＤＰ連携）」を実施していると述べた。 

 

２ 同課長は、同プロジェクトの目的は、サルガッサム管理能力強化のみでなく、

同課題に対する地域協力を促進することであると言及した。またサルガッサム

は、観光業のみでなく漁業にも影響を与える可能性があると指摘した。同課長は、

アンティグア・バーブーダを訪れた際、美しいバーブーダの海岸にサルガッサム

が押し寄せているのを目にしたという。同課長は、外務省は、本プロジェクトを

通じて日本とカリコム加盟国との協力推進を図っており、この支援はそれぞれ

の国の所得にかかわらず行われると述べた。 

 

３ サルガッサムはバルバドスの南海岸と東海岸の砂浜を覆い尽くし、沿岸漁

業を営む漁師は船や生計への影響を訴え、住民は海岸で腐敗した海藻の悪臭に

耐えられないと述べている。２０１５年、クライストチャーチ教区のロングビー

チで、島の絶滅危惧種であるウミガメ（タイマイ）４２匹がこの海藻に捕われて

窒息死した。 
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